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十
五
日
に
提
出
し
た
こ
十
五
年

度
の
決
算
認
定
に
臆
す
る
鼠
議

案
を
審
議

二
十
九
日
決
算
委
員
曾

二
十
三
日
の
市
議
曾
じ
於
て
附

訟
に
な
っ
た
二
十
五
年
度
。
決

算
認
定
に
闘
す
る
各
議
案
審
議

建
設
委
員
舎

高
浜
高
等
学
校
構
築
ヱ
事
中
間

金
支
梯
い
に
つ
い
て
協
議

二
十
日
決
算
委
員
食

二
十
九
日
に
引
綬
き
審
議

一
一
十
一
日
決
算
小
委
員
曾

殺
害
類
や
審
査



歳
出
〈
同
校
未
満
四
捨
五
入
〉

科
目
一
予
算
額
一
支
出
世
間
額
一
予
算
残
額

自

2

一
〉
旦
河
一
円

満
潮
篤
事
業
費
一
一
一
二
一
六
、
安
八O、
一
0
0
一
一
一
一
一
一
回
、
回
大
一
、
一
一
一
一
五
一
ご
、
一
一
八
、
八
七
五
一
〉

5

競
輪
事
業
費
一
円
一
一
三
七
.
一
一
一
札
潟
、

0
0
0
干
一
一
一λ、
六
殴
豆
、
一
六
五
一
一
了
八
、
七
五
O
、
久
宝
五
一
入

ド
議
鶏
錯
法
措
一
一
、

0
0
0、0
8

七
λ
七
'
O
九
一
一
一
一
一
一
、
九
一
o

一
師

歳
出
合
計
一
六
大
陸
、
九
七
六
、
一

O
O
一
五
四
一
一
一
、
八
九
一
一
一
、
四
八

O

二
二
、
0
λ
一
一
、
六
一
一
O
一
段

ロ
ニ

s

昭
和
二
十
六
年
震
前
半
期
一
鵡

年
歳
久
一
間

の
必
一

1
2

5

科
目
一
予
算
額
同
午
前
今
期
令
状
入
済
額
3
一
米
枚
入
傾
向
一
村

競
馬
事
器
開
放
入
一
一
一
一
五
五
、
四
一
玄
、
一
一
一

0
0
一
一
一
五
一
一
一
、
一
一
「
先
一
、
一
一
一
一
一

O
一
一
、O
二
四
、
一
八
九
一
円

捕
、
歳
入
を
き

4

競
輪
事
業
牧
入
一
七
一
一
一
一
一
九
一
一
一
一
一

1
1
七
O
O
一
一
一
五
一
一
、
λ
一
一
…
一
一
一
、
。
七
四
一
包
囲

O
哲
郎0
0
、
六
ご
六
二
円

ι

・
しl
i
e
g
e
e
?
?

謹
謹
法
一
一
一
、

0
0
0
一
二
三
一
九

O

一
間

一
検
問
ヴ
刊
誌
品
刊
誌
一
ぃ
り
お
諮
問
ぬ
れ
れ
肘
一
一
時
託
銀
幹
子
顎
一
戸
入

A
J
1
一
十
。
尚
一
五
一
、

o
h
j
h

円
六
十
一
日
刊
一
九
四
一
一
九
一
一
円
。
日

程
期
治
計
量
器
締
結
中
叫
げ
何
一
探
訪
日
記
川
童
桔
部
覗
謹
一
円
九
一
設
ぷ
領
品
~
一
望
一

J
F

一
す
《
一
で
あ

3

子
。
一
段
、
地
方
の
事
務
は
市
民
じ
倍
加
す
-
議
出
合
計
二
、

O
八
八
、
六
五
一
1
0
0
0
一
五
八
回
、
一
一
一
六
、
一
五
八
一
五
O
問
、
四
一
一
一
鶴
、λ
回
一
一
一
市

一
さ
て
も
こ
る
は
毒
草
加
一
さ
ら
に
戦
後
、
民
主
義
国
家
一
る
も
の
主
わ
れ
る
の
で
あ
春
、
一

u
d一

Y

一
主
主
雲
一
合
会
計
六
一
一
一
、
O
七
八
、
丸
一
議

一
益
す
る
原
宮
付
毒
殺
閉
一
致
し
一
の
建
設
と
か
、
将
来
又
文
化
箆
家
一
こ
れ
に
伴
う
経
費
も
叉
必
然
的
に
一
議
離
鱗
欝
翠
一
幾
重
じ
於
い
て
一
九
四
間
同
五

Q
銭
と
な
り
も
昭
和
二
一
色

一
塑
燃
の
御
参
考
に
資
し
た
い
と
一
の
建
設
と
い
う
よ
う
注
目
擦
の
た
…
増
加
左
余
儀
骨
守
さ
れ
る
の
で
あ
一
，
一

V
A
鱗
欝
鱗
繍
欄
一
相
関
た
利
益
は

E
の
一
十
五
年
度
谷
才
収
入
額
の
貨
に
二
二
一
告

U
一
存
じ
ま
す
。
一
め
に
も
大
き
な
改
革
が
ま
い
れ
、
干
ま
し
ょ
う
@
一
帆
齢
麟
鱗
欝
欝
一
位
か
ξ
市
中
し
ま
す
一
、
五
%
を
占
め
て
ゐ
る
の
で
あ
と
金

主
戦
苦
よ
り
箪
費
支
出
の
犠
牲
一
そ
の
た
め
に
要
す
る
義
滋
経
費
は
…
叉
現
在
の
経
済
欲
撃
も
戦
後
一

μ

動
邸
機
麟
鱗
曜
と
E

昭
和
二
十
五
一
ま
す
。
さ
ら
に
本
年
度
紛
争
綴
ま
一
主

主
臨
…
町
一
一
説
明
間
一
一
一
一
一
一
唯
一
一
忠
告
知
和
一
一
出

w
m一
ゅ
欝
鱒
勢
一
端
部
尚
一
一
一
一
部
閉
山
町
中
一
関

口

7
4
2
3

げ
る
な
ら
ば
一

i

主
謀
議
度
の
改
善
一
以
上
の

i

訟
霊
し
て
ま
一
ぃ

f
主
:
i
一
一mg
競
輪
一
0
0、
0
0露
で
あ
り
ま
すo
U

均
一
時
路
島
点
銭
一
時
私
立
時
間
閥
均
九
し
一
竹
内
主
体
制
制
訪
日
一

ρ
;い
で
民
謡
九
一
二

4
2
u
m一
訪
問
立
札
訳
書
一
配

出
国
政
諮
問
作
成
以
吋
一
等
協
同
時
沈
黙
炉
内
耕
一
日
目
立
主
主

1
1
c
h
f
J
w
h吋
欝
議
ム
ー
一
二
一
一
言
語
~
一

b
rれ
は
持
政
時
認
可
一

y

i

一
じ
放
棄
さ
れ
て
い
た
仕
事
の
ハ
ム
務
長
す
と
一
五
う
方
針
が
と
ら
れ
一
室
長
る
霊
長
し
ま
し
一
川
柳
川
ぶ
日
税
法
機
譲
二
九
一
:
一
一

O
T
風
土
回
一
一
難

航
一
げ
引
い
事
批
評
片
山
一
軒
幹
部
吋
当
日
一
抑
制
弘
司
諮
問
政
一
一
女
学
町
一
九
九
三
公

1
2
5

の
概
現
一
卒

叫
一
震
で
あ
り
ま
す
@
芝
、
本
市
ー
に
よ
る
地
方
の
事
務

2
3

一
を
選
挙
る
は
裂
の
と
え
立
与
一
イ
給
付
弘
義

b
i
?議
W
A一
一
ょ
の
誌
か
一
す
市
政
を
担
当
致
し
ま
す
禁
止
十
度

一
霊
祭
の
犠
牲
在
な
り
主
災
を
一
堂
増
加
致
し
て
お
る
棄
で
あ
一
民
生
活
の
安
定
義
主
主
え
一
刊
が
み
ら
三
万
い
欝

J
J
一
一
ら
J

て
の
も
の
一
致
し
ま
し
で
も
、
皆
様
の
負
担

K
F

主
季
、
そ
の
警
に
よ
る
震
の
一
り
ま
す
。
と
の
新
憲
法
皇
く
滋
一
で
あ
り
ま
す
。
一
〆
r
u
g
〆
之
:
一

J
d
f
ぺ
一
議
欝
一
〉
ム
一
一
五
い
つ
く
し
た
一
つ
き
ま
し
で
は
、

5
2
2

一
今

時
一
復
興
、
融
制
災
土
地
の
夜
制
制
緩
速
三
一
申
告
己
れ
て
ゐ
り
ま
す
地
方
分
権
約
一
一
よ
￥
二

r
M畿お
グ
乞
、
パ
一
一
一
と

ω

国
土
の
将
司
祭
一
嬢
じ
た
負
担
曹
と
い
う
事
に
つ
い
て
一

5

i

一
圏
、
公
器
卒
業
の
概
況
…
一
二

1
4
γ一
一
…
イ
メ
ん
一
回
器
禁
一
警
官
批
判

3
2

一
回

一
本
市
が
磁
災
に
よ
っ
て
も
被
客
一
さ
り
と
て
、
と
の
護
大
な
事
業
主
一
一
阪
の
杢
墨
田
競
馬
を
実
施
し
て
一

e

ト
ゲ
'
L
Z
h
p
J
}

鰯
盤
機
;
ム
\
一
日
に
は
苦
し
い
総
一
し
か

t

訟
が
ら
、
と
れ
等
喜
一
簿

一
を
蒙
っ
た
学
校
の
喜
、
戦
災

κ

一
課
の
霊
童
す
と
;
評
と
い
る
の
え
り
ま
す
。
次
い
で
昭
一
手
伝
川
で
や
や
纏
ム

γ
\山
一
向
一
間
舛
駒
子
融
一
切
初
ぷ
閥
抗
議
忍
品
れ

一
よ
る
市
内
陸
畿
養
護
事
業
、
六

e

一
れ
な
い
事
で
あ
り
ま
す
。
五
二
十
五
年
本
市
じ
談
職
場
主
配
一
二
\
野
ず
な
こ
か
一
:
機
鞠
ふ
ご
一
一
を
お
日
制
い
し
て
ま
一
は
塁
王
室
坂
砕
い
困
難
で
あ
ち
ま

一
一
一
一
納
品
警
口
の
罫
段
階
段
時
中
日
放
放
藍
踊
鐙
且
苫
一
モ
と
で
私
霊
訴
共
空
ハ
公
占
市
寧

m虫
ι政
警
政
詰
桁
扱
翌
一
辺
均
当
童
再

2暑
唱
者
唱

2
と
致
一
逼
澄
し
、
悶
里
銃
年
宝
手
'
ム
十
十

T
一
悶
月
i月
で
2

ト
よ
ホ
z
hり
り
~
毎
海
官
育
阿
月
月
一
士
一
、
診

f￡
仇
?
三
仁
へ
P一

一
れ
い
た
喜
纂
業
警
等
、
霊
以
菜
来
雲
友

E
さ
一
し
ま
し
て
は
芸
意
雪
を
決
で
し
、

ζ主
れ
以
一
百
回
、
本
若
市
霊
翰
雪
栓
関

E
俗
し
主
先
2互
わ
土
一J
;
:

〆
ぷ
鱗
衿
一
ぺ
￡
ぷ
乏
匂
二
昆
長
終
来
じ
於
い
土
一

7方
例
安
人
々
:
々
の
熔
苦
済
が
主
苦
し
い
と

一
ね
ば
な
ら
ぬ
事
護
主
主
主
市
民
各
店
負
担
を
か
け
や
に
一
け
で
あ
り
ま
す
。
一
日

3
7
J
後
二
一
忠
告
晶
表
村
議
誤
認

一
宮
山
積
さ
れ
て
す
も
そ
の
復
一
首
越
の
各
事
業
の
促
進
冶
計
画
し
一
三
五
表
に
よ
っ
て
昨
年
度
会
一
二
一
三
ぺ

j
ザ
湾
ふ
一
言
つ
い
て
は
ず
の
で

E
Z
A
E

一
段

一
銭
円
裳
溺
纂
業
闘
い
、
財
政
難
等
じ
わ
一
て
の
事
業
遂
行
。
財
源
獲
得
の
二
期
並
び
に
、
本
年
度
前
牟
期

θ

本
一
二

V
機
嫌
嬢
ト
お
お
い
鮎
一
す
で
に
皆
様
主
は
一

m
w御
漫
然
を
闘
い
た
い
の
で
あ
担

一
ぎ
わ
い
さ
れ
?
し
て
思
い
ま
一

T

し
て
、
昭
和
ご
十
一
一
一
年
競
馬
一

z
g

の
機
管
襲
撃
一
中
\
一
弘
明
日
旬
、
に
一
こ
の
財
政
事
情
を
一
ま
す
@
さ
て
震
の
皆
様
の
一
人

一
か
せ
た
い
震
で
あ
り
ま

L

有
一
事
業
主
義
し
、
震
毎
年
度
一
と
と
に
し
費
す
。
一

γ
髪
叫
ん
だ
一
環
附
射
能

γ
一
忠
弘
凶
器
官
抜

一
一
、
臨
和
一
一
十
五
年
度
一
一
一
ヘ
一
饗
マ
…

?
F叩
一
た
こ
と
L
存
じ
ま
事
に
つ
い
て
掲
げ
て
み
ま
し
ょ
う

)
7
J
一
予
入
算
額
円
一
枚
入
人

A
時
払
ず
る
霊2
V一
昭
和
一
一
十
五
年
十
月
一
ド
一

U
h
-
-

宏
一
一
一
一
一
一
清
二
見
詰
当
選

刊
誌
耕
一
柳
川
一
一
一
一
一
一
一
明
一
款
問
一
か
∞
∞
一
一
一
一
一
←
川
一
一
桜
田
口
語
ト
一
仙
一
一
八
、
苦
倣
ぃ
同
一
一
一
一
一
種
別
一
金
)
人
当
り
負
担
一
主
主

7
4
民
鐙
額

競
建
議
一
一
、00
0、
0
0
立
七
八
八
、
九0
0
一
ム
一
一
二
、
一

0
0

布
蹴
一
楚
一
一
一
切
一

λ

〕
合
計
一
六
六
閥
、
九
七
六
、
一

O
Q

五
四
五
福
間
八
七
、
図
八
六
一
ゐ
一
一
九
、
四
八
八
、
六
一
随
一
合
計
一
一
六
回
、
一
一
一
、
一
段
、

ク'00"

"0・
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祭

巡
遡
文
車
開
設

輸
出
回
目

従
来
当
市
立
図
書
鈴
は
磁
欝
が

少
怠
い
録
係
人
貸
出
し
ゃ
致
し
℃

居
巴
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
議
替
を

充
分
に
活
用
す
べ
く
此
の
事
泌
越

文
庫
を
創
設
、
左
記
銀
銭
じ
よ
h
υ

巡
極
致
し
ま
ず
か
ら
ふ
る
っ
て
御

利
用
麟
い
ま
ナ
。

巡
制
端
文
庫
利
用
者
心
得

一
、
鹿
島
捕
の
市
内
公
民
館
，
及

び
各
穫
の
文
化
関
体

一
一
今
十
人
以
ム
に
て
組
織
さ
れ
た

る
議
書
曾
(
新
に
に
組
織
す
る

も
り
は
醐
間
体
安
録
申
込
書
を
関

委
館
に
提
出
す
る
と
&
〉

一
二
、
貸
出
限
度
は
一
一
簡
体
一
側
、

ハ
文
庫
本
約
殴
十
機
〉

回
、
貸
出
申
込
者
に
は
責
任
者
二

人
の
氏
名
を
詑
輔
職
務
印
す
る

治
山
れ
も
図
体
長
〉

五
、
貸
出
銭
開
聞
は
懇
月
二
十
ま
で

と
す
る
。
ハ
月
穣
臼
祭
践
は
限

延
〉

六
、
返
却
は
毎
月
二
十
}
日
午
後

五
時
迄
(
丹
開
曜
日
、
祭
日
は
醐
糊

延
v

u

、
粉
失
せ
る
相
場
合
は
蛸
品
目
陥
叉
ば

賞
品
試
練
償
の
止
と
。

附
考、

間
間
体
安
録
申
込
用
紙
及
び
借

関
申
込
警
は
園
警
館
に
あ
ち
'
ま

す
。

一
‘
鼠
酔
雷
内
骨
格
は
紫
波
文
出
吟

波
新
議
事
前
民
，
持
制
瑚
捌
専
品
問

文
庫
等
e

卒
塚
市
立
関
警
鎗

L 

") 



ニ
b

賠
判
官
一
十
六
年
前
半
期
分
負
携
額
一
山
一
許
可
も
の
は
左
の
時
暗
号
百
円
月
一
一
什
諸
説
軽
地
区
豊
恐
卒
業
費
一
一
一
二
八

0
0、
0
0
0一
六
室

何
種
別
問
一
…

z
m

一
一
一
一
一
一
一
人

J
一
一
一
一
一
世

J
J
U一一
一
一
一
一
一
時
一
長
引
一
訂
正
日
一
一
一
一
一
一
一
一
日
口
十
七
一
一
日
一
一
一

一
一
費
負
担
費
俊
一

M
M

一
滑
空
一
十
一
子
一
一
十
岡
山
年
度
←
一
一

合
唱
計
二
六
Q

一
一
一
七
二
、
六
七
一
一
一
一
一
、
O

六
一
一
;
語
、
一
一
五
一
一
一
、
o
o
o
d
0
0
1
H誌龍
一
謀
議
壁
一
一
一
一
、
き

o
、

0
5

一
一
一
一
一
、
き

o
d
o
o

六
、
財
産
及
び
市
債
並
び
に
一
時
融
市
入
金
の
蜘
概
況
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